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東海近畿スポーツ大会 農大生大活躍‼ 

梅ジャムと杏子ジャムを 

作りました！！ 

果 樹 専 攻 
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 果樹専攻は、「おいしい果物」に釣られた（？）2９人（２年生１５人、１年生１４人）の学生
が、県内外から集まっています。 

 農大の最南端、黄色い鉄門とうっそうとした防風林の奥に４つの温室と７枚のほ場をもつ
2.5ha の果樹園があります。ブドウ、ナシ、モモ、カキ、ミカン、イチジク、ブルーベリー、アン
ズ、ウメなど品目ごとに６つの班に分かれて栽培、収穫・出荷、販売実習を行っています。 

 収穫物は、市場流通や毎週水曜日の直売、西三河総合庁舎などでの販売の他、地元の和菓子屋
さんと連携してフルーツ大福用の果実の提供も行っています。また、６月から学校近くのカフェ
と協力して本校の果実を使用したメニューを提供してもらっています。 

果樹のオフシーズンである冬場は、収穫しておいた果実を使ったジャム作りにも取り組んでお
り、農大祭などで販売しており大変好評です。 

果 樹 専 攻 

（栽培品種） 

 宮川早生 

（栽培品種）  

愛甘水、幸水、豊水、 

あきづき、歓月 など 

（栽培品種）  

巨峰、シャインマスカット、 

シナノスマイル など  

ブドウ 

 

   

落果防止の 
ためのネット
掛け 

加温ハウス、無加温ハウス、露地の
3 つの作型で栽培しています。 
シャインマスカットの面積拡大中。 

１房ずつ袋に 
入れて確認 

来年もおいしいミカ
ンを作れるように頑
張ります  

来年のために伐採 

ナ シ 

40a のナシ園で 10 種類以上
の品種を栽培しています。 
食べ比べて自分の「推し品
種」を見つけてね！ 

ハウスミカン 
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らい                                 

（栽培品種）  

ラビットアイ系、 

サザンハイブッシュ系 など 

（栽培品種）  

桝井ドーフィン、 

バナーネ 

（栽培品種）  

ちよひめ、日川白鳳、 

あかつき など 

  

 

  

１年生が収穫方法を 
学んでます 

早生品種から晩生品種まで 
今年は６月中旬から７月下旬ま
で販売できました♪ 

完熟イチジクが美味しいと好評！ 
今年も収穫を頑張っています。 
 

イチジク 

モ モ 

プロジェクトで新品種を 
沢山植えました！ 
収穫できるようになるのを
お待ちください♪ 

ブルーベリー 

 

農業大学校とダカフェの初コラボ 

 

学生たちが大切に育てた旬のフルーツが、岡崎市の大人
気カフェ「ダカフェ」と学生のアイデアで、最高に華や
かな限定スイーツに生まれ変わりました！ 
9/5〜6、11〜13 日にダカフェ本店でブドウパフェ 130
個、ナシサンド 238 個を販売できました。 

 

農大祭ブドウ、ナシを使った限定スイーツの開発・販売 

ダカフェ大山社長と商品の企画段階からみんなで議論しま
した。 
「どんなフルーツを使ったスイーツがいいのだろう？」… 
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農 業 機 械 研 修 

大特免許研修 

フォークリフト研修 

農業機械研修は、農業を志す方、農業を始めて間もない方などを対象に農業機械に関する
資格取得を始め、機械操作技能・知識を学ぶための研修です。機械の種類ごとに以下の研修
を設けています。 

大特免許研修及びけん引免許研修は、本校の運転コースで走行練習した後に、技能試験を
受験し、農耕車限定の運転免許を取得します。 

トラクター作業研修は、トラクター作業の基本操作、耕うんの手順、ロータリーの着脱等
を学びます。 

フォークリフト研修、小型車両系建設機械研修及び刈払機研修は、キャタピラー教習所と
の共催で労働安全衛生法に基づいた安全衛生教育などの修了証を取得する研修です。機械の
構造や安全操作の方法について学科及び実技の講習を受け、修了証を受領します。 

本校では、10 月以降も農業機械に関する研修を開催します。受講を希望される方は、研修
ごとに定められた受付開始日以降に本校のウェブサイトの農業機械研修のページから申し
込みをお願いします。パソコンまたはスマートフォンから可能です。 

けん引免許研修 

刈払機研修 
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鉢物・緑花木専攻では、パンジー、ビオラ、ストックな
ど様々な花苗類を栽培しています。 

近年、猛暑による生育の遅れが問題となっていたため、
今年は播種と鉢上げを１週間早めて実施しました。その
結果、例年より１カ月早く販売をスタートさせることが
できました。 

暑さに負けず、学生が頑張って作った花苗です！毎週
水曜の実習販売でたくさん売るので、ぜひお買い求めく
ださい！！ 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
切花専攻では、１２月の農大祭と年末に向けてハボタンを

栽培しています。しかし、毎年ヤガの被害に悩まされている
のが現状です。 

そこで、農薬の使用量を減らし、より質の良いものを栽培
するために黄緑色ＬＥＤ防蛾灯を試験導入しました。このＬ
ＥＤ灯は夜間に点灯させ、ヤガの行動を抑制します。効果は
観察中ですが、今後、バラにも設置を検討しています。 
 
 
 
 
 

専 攻 トピックス  最近の各専攻で話題になったことや実習風景などをお届けします！ 

パンジー、ビオラ苗の出荷・販売がスタートしました！！ 

黄緑色ＬＥＤ防蛾灯を設置しました 

鉢物･緑花木 
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露地野菜専攻の実習では、これまで教員の指示に従

って学生が栽培計画の作成や栽培管理に取り組んで
きました。しかし、この方法では学生が自ら栽培・作
業計画を立てる能力を十分に習得できないと考えま
した。 

そこで秋冬作からは、1 班 6 名でキャベツ、ブロッ
コリー、ハクサイ、ニンジン、イチゴの作目班を編成
しました。班ごとに学生が話し合って栽培計画と月
別・週別の作業計画を作成し、専攻全体に発表・共有
する方式へと変更しました。 

現在、学生たちは主体的に意見を交わしながら作業計画を立て、責任感を持って日々の管理に取り組
んでいます。今回の取り組みを通じ、学生が自主的に協力し合って計画を立案し、栽培管理の実践力をい
っそう伸ばしていくことを期待しています。 
 
 
 
 
 
 
 

施設野菜専攻は、毎年夏の時期は次作の定植のために
ほ場の準備を行っています。 

作業内容は、トラクターによる耕耘と畝立です。ハウ
ス内でのトラクターの走行は、少し難易度が高く、内壁
や窓ガラスにぶつからないように声を掛け合いながら
慎重に走行しました。また、畝立ては途中で畝が曲がら
ないように真っ直ぐ進むことを意識しました。 
 暑い中での気を張った作業は大変でしたが、事故な
く、怪我なく、作業が完了できて良かったです！ 
 
 
 
 

学生が話し合って作業計画を立案！ 

次作に向けてほ場準備中！ 
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今年も暑い中、収穫作業や乾燥調製を行い、自分たちの手で育てたお
米を精米して販売を開始しました。９月からコシヒカリ、ミルキークイ
ーンの販売をしています。 

今月は雨が多く、思ったように作業を進めることができず大変な部分
もありますが、頑張って実習を行っています。 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
果樹専攻では、８月中旬から９月下旬にかけて、美合駅近くの

カフェ『dasora coffee』にシャインマスカットを提供しました。
提供したシャインマスカットは、今年もとってもおいしいパフェ
に生まれ変わりました♪お客様からも大好評を頂いているとい
うことです♪ 

シャインマスカットパフェは数量限定、提供曜日が決まってい
るため、予約してからのご来店をお願いしています。カフェ自体
も、おしゃれで雰囲気の良いお店でとっても素敵な場所となって
います。今年食べられなかったという方はぜひ、来年こそ、シャ
インマスカットパフェを食べに行ってみてください♪ 
 
 
 
 
 
 
 

新米販売開始！ 

シャインマスカットパフェが人気！ 
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愛知県ホルスタイン改良同志会の皆さんを講師として迎えて、毛刈り
講習会を開催しました。共進会（品評会）に牛を出品するにあたり、体
型や骨格をより綺麗に見せるために毛刈りが必要になります。本校でも
有志の学生により、共進会へ出品しているため、その技術を習得すべく
熱心に取り組みました。 

バリカンの使い方やメンテナンス方法などの基本技術は、共進会のみ
ならず、乳房炎予防のために行われる乳房の毛刈りなどの衛生管理にも
役立つため、全員が一度はバリカンを持ち、毛刈りを行いました。 
 

 
 
 
 

 
9 月 2 日〜4 日の 3 日間、畜産課程（酪農専攻、養

豚・養鶏専攻）の２年生 23 名が、県外学習で岐阜県・
長野県に行きました！ 

初日は、岐阜県郡上市の明宝特産物加工株式会社で、
地域の特産品として長年愛されている明宝ハムの歴史
や、商品づくりへのこだわり、経営戦略について学び
ました。同社の工場見学では、品質を守るためのさま
ざまな工夫を間近で見ることができ、畜産物の「生産」
だけでなく「加工」の重要性も実感しました。 

２日目には飛騨農業協同組合（岐阜県高山市）で、
飛騨牛銘柄推進協議会と岐阜県畜産研究所の方に、飛
騨牛の歴史やブランド戦略、和牛改良の取組について御講義いただき、高い評価を得るブランド牛を支
える努力や研究について学びました。また、ひだキャトルステーションでは、施設見学を通して、和牛生
産現場の人材育成について理解を深めることができました。 

最終日には八ヶ岳農業大学校（長野県原村）で、酪農・養鶏の飼養管理について説明していただいたほ
か、畜産物の加工・販売の取組についても学びました。本校との違いや、特色ある教育、施設に触れ、多
くの刺激を受ける貴重な機会となりました。 

今回の県外学習では、生産・改良・育成・加工・販売まで、畜産業を幅広い視点から学ぶことができま
した。教室で学べない現場の知識や技術を吸収し、学生たちにとって大変有意義な 3 日間となりました。 

牛の毛刈り講習会を開催しました 

畜産課程（酪農専攻、養豚・養鶏専攻）２年生
が県外学習に行きました 
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学 校 行 事 ト ピ ッ ク ス 

始業式を行いました 

夏季休業中とはいえ、農場管理やオープンキャンパスへの協力など、学生の姿がないことは
無いのが農業大学校です。それでも寮を離れ地元で過ごす長い夏季休業を終え、９月１日(火)
全学生が大講義室に集合し始業式を実施しました。 

加藤校長から、１年生へは農家派遣実習の意義に触れ、多くの経験から大きな成果を得るた
めにコミュニケーションが大切だとの話がありました。２年生へは農業大学校での生活のカウ
ントダウンについて話があり、農大祭をはじめ卒論作成や海外派遣研修など、全力で励み充実
した農大生活に期待がかけられました。 

これからいよいよ２学期が始まります。２学期は体育祭や農大祭、１年生の意見発表会、２
年生の卒論発表会など多くの行事が予定されています。充実した学生生活を目指していきま
しょう。 

防災訓練を実施しました 

防災の日である９月１日（火）始業式終了後に学
生と職員を対象に消防防災訓練を実施しました。 

大規模地震が発生し、地震発生と同時に、各自が
その場で「姿勢を低く」「頭を守り」「じっとする」の
３つの動きを身に付ける「あいちシェイクアウト訓
練」に取り組みました。 

学生は緊張感を持って訓練に臨むことができてい
ました。 
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「経営管理研修（パソコン農業簿記入門）」を実施 

 

8 月 26 日（水）、あいち農業経営塾の開講式を開
催しました。 

本年度の受講生は、20 歳代から 50 歳代までの 16
名で、男性 10 名、女性６名です。 

講座内容は、経営・財務・労務・マーケティング
など多岐にわたり、11 月まで、全７回開催します。
また、各自、５年後を目標とした経営計画を策定し、
最終日に発表会を行います。 

開講式後の第 1 回講座では、一般社団法人東海経営支援センターの深谷定弘氏より「これから
の農業と経営戦略、経営計画①概要」と題して講義がありました。受講生は熱心に聴講しており、
今後の期待が高まります。 

「あいち農業経営塾」を開講しました 

８月２５日（火）に本校情報処理室において、経営
管理研修「パソコン農業簿記入門」を開催し、県内か
ら２６名の参加がありました。 

研修会では、樋田久講師から、農業経営に必要な農
業簿記の基礎知識とパソコンを活用した農業簿記ソフ
トの利用について講義を受けました。 

まず、初めに、青色申告の概要について説明を受け、
その手続きの方法を学び、次に、パソコン農業簿記の
概要説明を受け、初期設定の入力を各自でおこないま
した。特に、経営形態の分類では、複数の形があるた
め、実態に則した入力が求められることを学びました。 

その後、メインとなる仕訳入力を行うため、例題が示され、適用文を入力することで画面の「借
方」「貸方」に勘定科目が自動的に入力されることを確認しました。はじめは研修生も戸惑いもあ
りましたが、例題が進むにつれ、スムーズに入力ができるようになりました。 

最後に、講師から、「農業経営は診断が最も重要である。パソコン簿記を活用しながら、その結果
を考察していくことは、農業経営者として大切なことである。」とのまとめがありました。研修後
のアンケート結果においても、「今後はパソコン簿記を農業経営に活用したい。」などの回答も多く
あり、有意義な研修会となりました。 
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令和９年度入学者選抜試験 
● 一般推薦入学試験 

出願期間 ９月 29 日(火)〜10 月 15 日(木) 
試 験 日 10 月 30 日(金） 
合格発表 11 月 11 日(水） 
試験科目 小論文（800 字以内）、面接試験 
募集人員：定員 100 名のうち２／３程度 
 

● 一般入学一次試験 
出願期間 11 月 10 日(火)〜11 月 25 日(水) 
試 験 日 12 月８日(火） 
合格発表 12 月 17 日(木） 
試験科目 数学Ⅰ、小論文（800 字以内）、面接試験 
募集人員 定員 100 名の内、推薦入学合格者を除く数 

※ 詳細は、本校ホームページを御覧ください。 

令和７年度から、有機農業の実践農家や将
来有機農業を目指す方を対象とした有機農業
講座を行っており、今年度は第１回を９月 11
日（金）に開講しました。受講生は 20 名で、
今後２月 15 日（月）までの全７回計画してい
ます。 

１回目は３名の講師から、農林水産省によ
る有機農業の推進計画や新規就農者へのサ
ポート体制、農業の経営力に関する講義があ
り、受講生は熱心に耳を傾けていました。 

講座では今後、先進有機農家の実践事例や
有機農産物の流通、有機農業に役立つ栽培技
術を学び、最後は各自目指す有機農業の経営
計画を発表します。 

「有機農業講座」を開講しました 
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農大では、授業後の余暇時間を活用して、学生主体でクラブ活動が
行われています。クラブは全部で 14 クラブ。 
今月は「バスケットボール部」と「バドミントン部」を紹介します。 

部 員 数 ８名 
         （男子８名 女子０名） 
活動日時 月曜日 

18：00〜 
活動場所 体育館 

バスケットボール 部  

こんにちは！バスケ部です。 
部活ではドリブル練習などはせず、バスケを

単純に楽しんでもらうために、人数が集まり次
第ゲームをしています。 

今年の東海近畿スポーツ大会では、惜しくも
第４位という結果になりました。来年こそは優
勝を目指して、日々練習に勤しんでいます。 

 バドミントン 部  

こんにちは、バドミントン部です。毎週火曜日に体育館で活動し
ています。基礎打ちやゲーム練習をしています。毎年行われる東海
近畿スポーツ大会に向けてみんなで楽しく活動しています。 

今年の東近大会では、団体戦、個人戦で良い成績を取ることがで
きました。未経験の人でも楽しく活動ができ、一年たてば意外と良
い成績が残せますよ。 

部 員 数 １２名 
（男子６名 女子６名） 

活動日時 火曜日 
18：00〜 

活動場所 体育館 



農大だより （令和８年（２０２６年）１０月号） 
 

  

66 （９月１日） 農畜産物実習販売 ９月予定 

67 （９月２日） ポップコーンの試食をしました  

68 （９月３日） 定植の準備を行いました 

69 （９月４日） ミルキークイーンとコシヒカリを収穫しました 

70 （９月４日） ブドウとナシのスイーツを共同開発しました 

71 （９月９日） 明宝ハムを見学しました 

72 （９月１０日） 秋ギクの定植が始まりました 

73 （９月１１日） 多肉植物の寄せ植えを作りました 

74 （９月１４日） シクラメンの葉組みを行いました 

75 （９月２５日） 農畜産物実習販売 １０月予定 

76 （９月２８日） ブドウとナシのスイーツを販売しました 

77 （９月３０日） 農畜産物実習販売 １０月予定を変更しました 

78 （９月３０日） ぶどう狩りを開催しました 

 

通番  （投稿日）   内 容 

SNS 投稿 diaｒy 

Follow Me !! 

農大公式アカウント：Instagram・Ｘ(Twitter) 

  アカウント名 「aichinoudai」 
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